
　　　１　緒　　　言　　　１　緒　　　言　　　１　緒　　　言　　　１　緒　　　言　　　１　緒　　　言

岩手県で製造されている生活用品の多くは地場産品、

工芸品としての位置づけをされている。しかし、最近実施

された、「伝統的工芸品」製造業に関する調査では、昭和

54年をピークに15年間で企業数、生産額、従事者、それ

ぞれ約半分に減少している。これは、景気の低迷だけでな

く、工芸品が嗜好性の強い情緒的なモノとして使用者に

受け取られるようになり、一般的な生活用品の範疇から

はみ出てしまったことに大きな原因があると考えられる。

昨今、ユニバーサルデザインという考えがものづくり

やまちづくりに取り入れられつつある。ユニバーサルデ

ザインとは、「すべての人のためのデザイン」であり、年

齢、性別、身体、国籍など、人々が持つ様々な特性や違い

を越えて、できるだけすべての人が利用しやすい、すべて

の人に配慮した、環境、建物・施設、製品等のデザインを

していこうとする考え方で、このユニバーサルデザイン

の考えは、工芸品を生活の中に引き戻す上で必要不可欠

なものであり、大きな効果が期待されている。また、全国

的に見ても生活用品にユニバーサルデザインを導入する

傾向が顕著になってきており、近い将来、製品の品質を保

証する規格として位置づけられることが予想され、本県

においても、ユニバーサルデザインの概念を製品に導入

する事が緊急の課題になっている。

そこで、県産品へのユニバーサルデザインの導入を目

的として、規範デザインの開発と導入のためのハンド

ブックの製作を主たる内容とする「ユニバーサルデザイ

ン推進事業」を３カ年計画で実施している。各年のテーマ

は、初年度が鉄器厨房用品であり、２年度、３年度はそれ

ぞれ、家具・インテリア用品、自助・介護用品である。平

成13年度は、岩手県の代表的な工芸品である、鉄器業界

に焦点を当て、誰にでも使いやすい製品を作るためのユ

ニバーサルデザインの導入を試みた。

　　　２　研究方法　　　２　研究方法　　　２　研究方法　　　２　研究方法　　　２　研究方法

平成13年度は次の項目について事業を実施した。

・市場動向、需要動向等の検討結果による開発品種の決定

・開発予定品種に関する必要なデータの収集、（製造技術、

素材等）

・従来製品の問題点の抽出と分析

・ユニバーサルデザイン的配慮の具体的アイデアの創出

・デザイン案の作成

・指導者の招聘によるユニバーサルデザイン技術の受講

・試作製品の決定と試作

・ユニバーサルデザインハンドブックの作成

　　　３　結果及び考察　　　３　結果及び考察　　　３　結果及び考察　　　３　結果及び考察　　　３　結果及び考察

３３３３３－１　開発テーマと製品、－１　開発テーマと製品、－１　開発テーマと製品、－１　開発テーマと製品、－１　開発テーマと製品、コンセプトの設定コンセプトの設定コンセプトの設定コンセプトの設定コンセプトの設定

南部鉄器は厨房用品からインテリア、エクステリア用

品まで多種多様なものが作られているが、今回の事業を

行うにあたり、開発製品として、使用上の機能強化の観点

から厨房用品の代表的な、鍋（浅鍋、深鍋）、フライパン

を、また現代生活への適合性向上の観点から、伝統性の高

いデザインが多い鉄瓶（ケトル）を選定した。

コンセプトに関しては形状と機能を改善することで、

つまりデザインによって、鉄器の良さを損なうことなく、

現在の住環境の中でいかに使い易くするかを基本理念と
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した。また、すべての人に使いやすいという点において、

鉄器の大きな欠点のひとつは重さである。今回の開発で

は、形状による重量の軽減も考慮したが、技術や材料面で

の改良が今後の課題と言える。また、電磁調理器対応は条

件の一つとした。

３－２　デザインのプロセス３－２　デザインのプロセス３－２　デザインのプロセス３－２　デザインのプロセス３－２　デザインのプロセス

ユニバーサルデザインの考えを取り入れた製品をデザ

インするにあたり、ユーザーの視点で不都合な点を整理

し、それを改善することでユーザーの要求を満たす製品

に近づけようと考えた。

３－２－１　従来製品の問題点の抽出と分析３－２－１　従来製品の問題点の抽出と分析３－２－１　従来製品の問題点の抽出と分析３－２－１　従来製品の問題点の抽出と分析３－２－１　従来製品の問題点の抽出と分析

　まず、ケトル、フライパン、鍋の各品種ごとにそれらの

製品の使われ方を手順に応じて検証し、動作中の不都合

や注意点を洗い出した。フライパンの例を図１に示す。

３－２－２　ユニバーサルデザイン的配慮の具体的３－２－２　ユニバーサルデザイン的配慮の具体的３－２－２　ユニバーサルデザイン的配慮の具体的３－２－２　ユニバーサルデザイン的配慮の具体的３－２－２　ユニバーサルデザイン的配慮の具体的

アイデアの創出アイデアの創出アイデアの創出アイデアの創出アイデアの創出

　次に、不都合や注意点を整理し、使用上の問題点を導き

出した。フライパンの例を図２に示す。

３－２－３　デザイン案の作成３－２－３　デザイン案の作成３－２－３　デザイン案の作成３－２－３　デザイン案の作成３－２－３　デザイン案の作成

　　問題点を改善するためのアイディアを検討した。フ

ライパンの例を図３に示す。　次に、その結果を元にデ

ザインスケッチを作成し、デザイン原案24点を作成し

た。フライパンのデザイン開発例を図４、５に、他の製

品事例を図６、７、８に示す。

３－２－４　指導者の招聘によるユニバーサルデザ３－２－４　指導者の招聘によるユニバーサルデザ３－２－４　指導者の招聘によるユニバーサルデザ３－２－４　指導者の招聘によるユニバーサルデザ３－２－４　指導者の招聘によるユニバーサルデザ

イン技術の受講イン技術の受講イン技術の受講イン技術の受講イン技術の受講

平成13年11月26日から30日までの５日間、フィン

ランドより、デザイナー、ヘイッキ・オルボラ氏を招聘し、

開発製品のデザインについて理念、改善方法等の指導を

受講した。指導は表１に示す日程と内容で実施された。

３－２－５　試作製品の決定と試作３－２－５　試作製品の決定と試作３－２－５　試作製品の決定と試作３－２－５　試作製品の決定と試作３－２－５　試作製品の決定と試作

南部鉄器協同組合と共同で、鉄瓶を10点試作した。

３－３　ユニバーサルデザインハンドブックの作成３－３　ユニバーサルデザインハンドブックの作成３－３　ユニバーサルデザインハンドブックの作成３－３　ユニバーサルデザインハンドブックの作成３－３　ユニバーサルデザインハンドブックの作成

　企業が自社の製品にユニバーサルデザインを活用する

際の参考に資することを目的として、下記の内容による

ハンドブックを作成した。（図９参照）

・文献、資料等によるユニバーサルデザイン情報の収集

・他の参考事例の収集と紹介

・事例デザイン開発におけるプロセス、デザイン技術の紹

介・提案

　

　　　４　結　　言　　　４　結　　言　　　４　結　　言　　　４　結　　言　　　４　結　　言

ユニバーサルデザイン推進事業は平成13年度から3年

間にわたって継続する予定である。平成14年度は家具・

インテリア用品を、平成15年度は自助・介護用品をテー

マにし、事例開発とその中で得られたノウハウを記載し

たハンドブックを作成する。

また、ユニバーサルデザイン推進事業の中で開発され

る製品やデザインは、多くの企業の皆様に参考にしてい

ただきたいと考えている。

本事業の中で、製品開発の一部を意匠開発事業と共同

で行った南部鉄器協同組合ならびに組合員事業所の皆様、

今回開発した製品の完成度の向上と、道具の普遍性を高

めるためのデザイン上の理念、具体化の方法についてご

指導をいただきましたヘイッキ・オルボラ氏、基本的な

理念、事業の進め方について貴重なご助言をいただくと

ともに、ヘイッキ・オルボラ氏をご紹介いただきました

元デザインフォーラム・フィンランド事務局長のタピオ・

ペリアイネン氏に謹んで感謝申し上げます。

　　　　　文　　　献文　　　献文　　　献文　　　献文　　　献

１）「日経バリアフリーガイドブック２００１年版」―

　　誰もが快適に暮らすための情報誌―�日経事業出版

　　社／２００１年３月発行

２）「バリアフリーが街を変える」―市民がつくる快適

　　まちづくり―バリアフリーデザイン研究会編／学芸

　　出版社／２００１年４月発行

３）「ユニバーサル・デザイン」―バリアフリーへの問

　　いかけ―川内美彦著／学芸出版社／２００１年４月

　　発行／

４）「図解�ITバリアフリーのすべて」新谷文夫・高村茂

　　編著／東洋経済新報社／２００１年４月発行

５）「建築とユニバーサルデザイン」古瀬敏著／オーム

　　社／２００１年６月発行

６）「お年寄りに役立つ道具案内」銀ちゃん便利堂編／

　　学陽書房／２０００年９月発行

７）「バリアフリーの商品開発」―ヒトに優しいモノ作

　　り―E&Cプロジェクト編／日本経済新聞社／１９

　　９４年１１月発行

８）「バリアフリーの商品開発２」―超高齢社会を支え

　　るモノ作り―E&Cプロジェクト編／日本経済新聞

　　社／１９９６年１０月発行

９）「ユニバーサル・デザイン」―超高齢社会に向けた

　　モノづくり―ユニバーサルデザイン研究会編／日本

　　工業出版株式会社

10）「中小企業経営ハンドブック　ユニバーサル・デザ

　　イン・ソリューション」―すべての一人のための商

　　品づくりをめざして―中川聰著／京都府中小企業総

　　合センター／２０００年３月

11）「すべての人にやさしいまちづくり事例集」

　　財団法人�地域活性化センター／２０００年１０月

12）「季刊�ユニバーサルデザイン」―21世紀の福祉文

　　化をデザインする―vol.0～ 7梶本久夫編／株式会

　　社ジィー・バイ・ケイ／１９９７年～

13）「UDF�NEWS」（ユニバーサルデザインフォーラム

　　ニュース）Vol.1～10　ユニバーサルデザイン　　

　　フォーラム事務局／１９９９年～

14）「日経デザイン」第140，151，152，154，156，　

　　158，160，172，174号　日経BP社／毎月1回　

　　24日発行
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●把手の材 質が違う
　場合焦げ る

●把手の材 質が違う
　場合変型 する

●油 が隅に片寄 る ●油がは ねる ●油がは ねる

●蓋をす ると中が見 えない
●手首に 負担がかか る

●把手が 熱い
●片手 は横方向に
　振ら つく

●油 がはねる

●油がは ねる

●材料 がこぼれる ●角が まぜにくい

●こぼ れる
●返し が重労働

●油 が少ししか
　入 らない

●浅い と揚げ物は
　しに くい

●過っ て把手に触 れて
　フラ イパンが傾 く

●五徳や電 磁プレート に
　衝撃を与 える

●片手で持 つには重い

●重くて振 れない

●油 がこぼれる

●外 にたれる

●手 首に負担が かかる

●注ぐ時 の加減がで きない

●かなり 傾けないと よそいきれ ない

●鍋底の 隅がすくい にくい

●外側に たれる

使用の流れ 製品使用時に発生する問題点

［図１０］

［図9］

［図4］ ［図5］

［図6］

［図7］

［図8］

断面の例

親指の位置に窪みをつける
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●底の角は丸みを付けるなどしてお玉、杓子等との形の整合性を考慮する…［図9］

●両側に注ぎ口を付け、左右どちらの手で持っても注ぎやすくする…［図１０］

●注ぎ口の形状　巾、大きさ、位置、角度を考慮する

●深さは4cm程度にして調理するものをこぼれにくくする

●側面を開いた角度にして調理するものを返しやすくする

■  本体を楕円型にする…［図4］
■  本体をおむすび型にする…［図4］
■  フチを前部だけ低くし、重心を手に近づける…［図5］

●把手の形状により操作性・握りやすさを向上する
■  握りやすい把手の断面形状にする（楕円等）…［図6］
■  把手に親指をのせる部分をつける…［図7］

■  滑らないように把手に凹凸をつける

■  滑らないように把手の巾に変化をもたせる…［図8］
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　　　　　図１　使用時の問題解析（ユニバーサルデザインハンドブック掲載）

　　　　　図２　問題解決のアイデア（ユニバーサルデザインハンドブック掲載）
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　　　　図６　開発したケトルのデザイン例１

　　　　図９　作成したハンドブック（表紙）

　　　　図４　開発したフライパンのデザイン例１

表1　指導日程・内容

　　　　図５　開発したフライパンのデザイン例２

　　　　図７　開発したケトルのデザイン例２

　　　　図８　開発したケトルのデザイン例3


